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画像処理機器のガゾウ、視線の動き解析するアプリ開発 

画像処理機器・システム開発のガゾウ（新潟市）は、人の視線をリアルタイムで解析する
アプリを開発した。専用のシステムを通じて、人がどの場所をどのくらい長く注視したか
がわかる。購買行動の分析などマーケティングや生産現場などでの訓練支援に役立てたい
考えだ。

ガゾウは人のまばたきや視線の動きを解析する「視線解析システム」を開発している。眼
鏡型の専用装置を装着してもらうなどして視線を追いかけ、解析する。アプリは、眼鏡型
の装置のオプション機能として販売する予定。従来はシステムで取得した動画を見直して
解析する必要があった。

記事利用について

ガゾウの視線解析システム

https://www.nikkei.com/promotion/service/share/?n_cid=REPRT001


今回のアプリにはARマーカー利用した。マーカーを解析したい場所に置き、システムを通
じて空間を平面として認識できるようする。マーカーで規定された範囲内と視線の相対的
な距離を算出し、距離や見た時間に基づいて、どのような部分を注視したかを表すヒート
マップを作成する。価格は50万～80万円で7月中旬の発売を予定する。
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